
 

 
 

 

1 議案第 1号 千葉県県税条例の一部を改正する条例の制定について 

議
案
第
一
号 

 
 

 
千
葉
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

千
葉
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
五
月
二
十
七
日
提
出 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 
 

 

千
葉
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

千
葉
県
県
税
条
例
（
平
成
十
九
年
千
葉
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
五
十
二
条
中
「
、
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
提
出
す
る
際
に
」
及
び
「
併
せ

て
」
を
削
る
。 

 

第
五
十
四
条
第
三
項
中
「
第
七
十
三
条
の
十
四
第
十
一
項
か
ら
第
十
三
項
」
を
「
第
七
十
三
条
の
十
四

第
十
二
項
か
ら
第
十
四
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
五
十
七
条
第
一
項
中
「
不
動
産
を
取
得
し
た
者
」
を
「
法
第
七
十
三
条
の
十
八
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
申
告
」
に
、
「
提
出
し
な
け
れ
ば
」
を
「
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
対

し
」
の
下
に
「
必
要
と
認
め
る
事
項
に
つ
い
て
」
を
、
「
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
前
項
」
を
加

え
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

法
第
七
十
三
条
の
十
八
第
一
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
も
、
前
項
に
規
定
す
る
者
は
、
規
則
で

定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
当
該
不
動
産
の
取
得
に
対
し
不
動
産
取
得
税
を
課
さ
れ
な
い
こ
と

を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
五
十
八
条
中
「
第
七
十
三
条
の
十
八
第
三
項
」
を
「
第
七
十
三
条
の
十
八
第
四
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
五
十
九
条
第
三
項
中
「
除
く
」
の
下
に
「
。
次
項
及
び
同
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
同

条
第
四
項
中
「
（
次
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
既
に
提
出
さ
れ
て
い
る
書
類
が
あ
る
場
合

は
、
そ
の
書
類
を
除
く
。
）
」
を
削
る
。 

 

第
六
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
不
動
産
取
得
税
の
徴
収
猶
予
の
申
告
等
） 

第
六
十
条 

次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
申
告
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
当
該
不
動
産
取
得
税

に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
の
適
用
が
あ
る
べ
き
旨
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書

に
こ
れ
ら
の
規
定
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
と
し
て
規
則
で
定
め
る
書
類
を
添
付
し
て
知
事
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

法
第
七
十
三
条
の
二
十
五
第
一
項 

法
第
七
十
三
条
の
二
十
四
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
第
一
号

又
は
第
三
項 

 

二 

法
第
七
十
三
条
の
二
十
七
の
二
第
二
項 

同
条
第
一
項 



 

 

 2 議案第 1号 千葉県県税条例の一部を改正する条例の制定について 

 
三 

法
第
七
十
三
条
の
二
十
七
の
三
第
二
項 

同
条
第
一
項 

 
四 
法
第
七
十
三
条
の
二
十
七
の
四
第
二
項 

同
条
第
一
項 

 

五 
法
第
七
十
三
条
の
二
十
七
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
三
条
の
二
十
七
の
四
第
二

項 

法
第
七
十
三
条
の
二
十
七
の
五
第
一
項 

 

六 

法
第
七
十
三
条
の
二
十
七
の
六
第
二
項 

同
条
第
一
項 

 

七 

法
第
七
十
三
条
の
二
十
七
の
七
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
三
条
の
二
十
七
の
四
第
二

項 

法
第
七
十
三
条
の
二
十
七
の
七
第
一
項 

２ 

前
項
各
号
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
第
五
十
七
条
第
一
項
の
申
告
書
に
当
該

不
動
産
の
取
得
に
つ
き
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
べ
き
旨
を
記
載
し
て
提
出
し
た
場
合
は
、
当
該

申
告
書
が
当
該
不
動
産
の
所
在
地
の
市
町
村
長
に
提
出
さ
れ
た
日
に
前
項
の
申
告
書
が
提
出
さ
れ
た
も

の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
七
条
第
一
項
の
申
告
書
に
は
、
前
項
に
規
定
す
る
書
類

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

第
一
項
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
り
徴
収
猶
予
が
な
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
り
納
税
義
務
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適

用
が
あ
る
べ
き
旨
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
該
当
す
る
こ
と
を
証

す
る
書
類
を
添
付
し
て
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
百
十
六
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
十
四
条
第
三
項
の
改
正
規
定

は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

改
正
後
の
千
葉
県
県
税
条
例
第
五
十
二
条
、
第
五
十
七
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
五
十

九
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
六
十
条
並
び
に
第
百
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の

施
行
の
日
以
後
の
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の

不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 



 

 

議案第 2号 千葉県議会議員及び千葉県知事の選挙における選挙運動用自動車の使用等の公費負担に関する条例の一部を改正する条例の制定について 3 

議
案
第
二
号 

 
 

 
千
葉
県
議
会
議
員
及
び
千
葉
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車 

の
使
用
等
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に 

つ
い
て 

 

千
葉
県
議
会
議
員
及
び
千
葉
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
五
月
二
十
七
日
提
出 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 
 

 

千
葉
県
議
会
議
員
及
び
千
葉
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車 

の
使
用
等
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

千
葉
県
議
会
議
員
及
び
千
葉
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
（
平
成
五
年
千
葉
県
条
例
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
四
条
第
二
号
イ
中
「
一
万
五
千
八
百
円
」
を
「
一
万
六
千
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
七
千
五
百

六
十
円
」
を
「
七
千
七
百
円
」
に
改
め
る
。 

 

第
九
条
第
一
号
中
「
七
円
五
十
一
銭
」
を
「
七
円
七
十
三
銭
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
三
十
七
万

五
千
五
百
円
と
五
円
二
銭
」
を
「
三
十
八
万
六
千
五
百
円
と
五
円
十
八
銭
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
条
中
「
七
円
五
十
一
銭
」
を
「
七
円
七
十
三
銭
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
三
条
中
「
三
十
一
万
五
百
円
」
を
「
三
十
一
万
六
千
二
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中

「
五
百
二
十
五
円
六
銭
」
を
「
五
百
四
十
一
円
三
十
一
銭
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
二
十
六
万
二
千

五
百
三
十
円
と
二
十
七
円
五
十
銭
」
を
「
二
十
七
万
六
百
五
十
五
円
と
二
十
八
円
三
十
五
銭
」
に
改
め

る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

改
正
後
の
千
葉
県
議
会
議
員
及
び
千
葉
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の

公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後

そ
の
期
日
を
告
示
さ
れ
る
選
挙
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
の
前
日
ま
で
に
そ
の
期
日
を
告
示
さ
れ
た

選
挙
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 



4 
 

議案第 3号 使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

議
案
第
三
号 

 
 

 
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
五
月
二
十
七
日
提
出 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 
 

 

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
千
葉
県
条
例
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 

別
表
第
一
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
七
号
）
に
基
づ

く
も
の
の
項
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
認
定
申
請
手
数
料
の
目
中
「
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
」
の
下

に
「
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
目
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。 

長
期
優
良
住
宅

維
持
保
全
計
画

認
定
申
請
手
数

料 

第五条第六項又は第七項の規定による長期

申

請

に

係

る

長

期

優

良

住

宅

維

持

保

全

計

画

が

、

登

録

住

宅

性

能

評

価

機

関

に

よ

り

第

六

条

第

一

項

第

一

号

に

掲

げ

る

基

準

に

適

合

し

て

い

る

と

認

一
戸
建
て
の

住
宅 

一
件
に
つ

き 

一
万
二
千
円 

共
同
住
宅
等

で
あ
つ
て
、

建
築
物
全
体

の
住
戸
の
数

が
五
戸
以
下

の
も
の 

一
件
に
つ

き 

二
万
三
千
円 

 

共
同
住
宅
等

で
あ
つ
て
、

建
築
物
全
体

の
住
戸
の
数

が
五
戸
を
超

え
十
戸
以
下

の
も
の 

一
件
に
つ

き 

四

万

円 

 

共
同
住
宅
等

で
あ
つ
て
、

建
築
物
全
体

の
住
戸
の
数

一
件
に
つ

き 

六
万
二
千
円 



  

 議案第 3号 使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について 5 

優良住宅維持保全計画の認定の申請に対する審査 

め

ら

れ

た

も

の

で

あ

る

場
合 

が
十
戸
を
超

え
二
十
五
戸

以
下
の
も
の 

 

共
同
住
宅
等

で
あ
つ
て
、

建
築
物
全
体

の
住
戸
の
数

が
二
十
五
戸

を
超
え
五
十

戸
以
下
の
も

の 

一
件
に
つ

き 

十
万
八
千
円 

 
 

共
同
住
宅
等

で
あ
つ
て
、

建
築
物
全
体

の
住
戸
の
数

が
五
十
戸
を

超
え
百
戸
以

下
の
も
の 

一
件
に
つ

き 

十
七
万
六
千

円 

 
 

共
同
住
宅
等

で
あ
つ
て
、

建
築
物
全
体

の
住
戸
の
数

が
百
戸
を
超

え
二
百
戸
以

下
の
も
の 

一
件
に
つ

き 

二
十
九
万
五

千
円 

 
 

共
同
住
宅
等

で
あ
つ
て
、

建
築
物
全
体

の
住
戸
の
数

が
二
百
戸
を

超
え
三
百
戸

以
下
の
も
の 

一
件
に
つ

き 

三
十
六
万
七

千
円 

 
 

 

共
同
住
宅
等

一
件
に
つ

四
十
万
三
千



6 
 

議案第 3号 使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

で
あ
つ
て
、

建
築
物
全
体

の
住
戸
の
数

が
三
百
戸
を

超
え
る
も
の 

き 

円 

 
 

そ

の

他

の
場
合 

一
戸
建
て
の

住
宅 

一
件
に
つ

き 

六
万
二
千
円 

 
 

 

共
同
住
宅
等

で
あ
つ
て
、

建
築
物
全
体

の
住
戸
の
数

が
五
戸
以
下

の
も
の 

一
件
に
つ

き 

十
五
万
二
千

円 

 
 

 

共
同
住
宅
等

で
あ
つ
て
、

建
築
物
全
体

の
住
戸
の
数

が
五
戸
を
超

え
十
戸
以
下

の
も
の 

一
件
に
つ

き 
二
十
四
万
四

千
円 

 
 

 

共
同
住
宅
等

で
あ
つ
て
、

建
築
物
全
体

の
住
戸
の
数

が
十
戸
を
超

え
二
十
五
戸

以
下
の
も
の 

一
件
に
つ

き 

四
十
八
万
三

千
円 

 
 

 

共
同
住
宅
等

で
あ
つ
て
、

建
築
物
全
体

の
住
戸
の
数

が
二
十
五
戸

を
超
え
五
十

一
件
に
つ

き 

八
十
七
万
九

千
円 



  

 議案第 3号 使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について 7 

戸
以
下
の
も

の 

 
 

 

共
同
住
宅
等

で
あ
つ
て
、

建
築
物
全
体

の
住
戸
の
数

が
五
十
戸
を

超
え
百
戸
以

下
の
も
の 

一
件
に
つ

き 

百
五
十
三
万

千
円 

 
 

 

共
同
住
宅
等

で
あ
つ
て
、

建
築
物
全
体

の
住
戸
の
数

が
百
戸
を
超

え
二
百
戸
以

下
の
も
の 

一
件
に
つ

き 

二
百
八
十
三

万
五
千
円 

 
 

 

共
同
住
宅
等

で
あ
つ
て
、

建
築
物
全
体

の
住
戸
の
数

が
二
百
戸
を

超
え
三
百
戸

以
下
の
も
の 

一
件
に
つ

き 

四
百
六
万
円 

 
 

 

共
同
住
宅
等

で
あ
つ
て
、

建
築
物
全
体

の
住
戸
の
数

が
三
百
戸
を

超
え
る
も
の 

一
件
に
つ

き 

四
百
九
十
七

万
円 

 
 

（
摘
要
） 

 
 

共
同
住
宅
等
に
係
る
長
期
優
良
住
宅
維
持
保
全

計
画
認
定
申
請
手
数
料
（
第
五
条
第
六
項
の
規
定

に
よ
る
認
定
の
申
請
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の



8 
 

議案第 3号 使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

額
は
、
こ
の
節
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
同
節
額
の
欄
に
定
め
る
額
を
認
定
申
請
対
象
住

戸
の
数
で
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
百
円
未
満

の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た

額
）
と
す
る
。 

 

別
表
第
一
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
七
号
）
に
基
づ

く
も
の
の
項
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
変
更
認
定
申
請
手
数
料
の
目
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

長
期
優
良
住
宅

維
持
保
全
計
画

変
更
認
定
申
請

手
数
料 

第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
長
期
優
良
住
宅
維
持
保
全

計
画
の
変
更
の
認
定
の
申
請

に
対
す
る
審
査 

一
件
に
つ

き 

長
期
優
良
住

宅
維
持
保
全

計
画
認
定
申

請
手
数
料
の

目
第
五
条
第

六
項
又
は
第

七
項
の
規
定

に
よ
る
長
期

優
良
住
宅
維

持
保
全
計
画

の
認
定
の
申

請
に
対
す
る

審
査
の
節
に

掲
げ
る
区
分

に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
同
節

額
の
欄
に
定

め
る
額
（
共

同
住
宅
等
に

係
る
長
期
優

良
住
宅
維
持

保

全

計

画

（
第
五
条
第

六
項
の
規
定

に
よ
る
認
定

の
申
請
に
基



  

 議案第 3号 使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について 9 

づ
き
第
六
条

第
一
項
の
認

定
を
受
け
た

も

の

に

限

る
。
）
の
変

更
に
あ
つ
て

は
、
同
節
の

摘
要
に
定
め

る
額
）
に
二

分
の
一
を
乗

じ
て
得
た
額 

 

別
表
第
一
運
転
免
許
に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
に
基
づ
く
も
の
の
項
中
「
第
四
条
第
二
項
第
二

号
」
を
「
第
四
条
第
二
項
第
一
号
ロ
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
運
転
免
許
に
係
る
講
習
等

に
関
す
る
規
則
に
基
づ
く
も
の
の
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



 
10 議案第 4号 民生委員の定数を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

議
案
第
四
号 

 
 

 
民
生
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

民
生
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
五
月
二
十
七
日
提
出 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

民
生
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

民
生
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
千
葉
県
条
例
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。 

表
市
川
市
の
項
中
「
四
六
七
人
」
を
「
四
六
六
人
」
に
改
め
、
同
表
木
更
津
市
の
項
中
「
二
四
四
人
」

を
「
二
四
八
人
」
に
改
め
、
同
表
松
戸
市
の
項
中
「
五
四
〇
人
」
を
「
五
四
七
人
」
に
改
め
、
同
表
茂
原

市
の
項
中
「
一
六
四
人
」
を
「
一
六
三
人
」
に
改
め
、
同
表
成
田
市
の
項
中
「
二
二
四
人
」
を
「
二
二
五

人
」
に
改
め
、
同
表
習
志
野
市
の
項
中
「
二
〇
四
人
」
を
「
二
〇
六
人
」
に
改
め
、
同
表
市
原
市
の
項
中

「
三
九
八
人
」
を
「
四
〇
六
人
」
に
改
め
、
同
表
我
孫
子
市
の
項
中
「
一
八
五
人
」
を
「
一
八
六
人
」
に

改
め
、
同
表
君
津
市
の
項
中
「
一
七
六
人
」
を
「
一
七
九
人
」
に
改
め
、
同
表
四
街
道
市
の
項
中
「
一
三

八
人
」
を
「
一
三
九
人
」
に
改
め
、
同
表
袖
ケ
浦
市
の
項
中
「
九
六
人
」
を
「
九
七
人
」
に
改
め
、
同
表

印
西
市
の
項
中
「
一
五
四
人
」
を
「
一
五
九
人
」
に
改
め
、
同
表
白
井
市
の
項
中
「
九
〇
人
」
を
「
九
一

人
」
に
改
め
、
同
表
南
房
総
市
の
項
中
「
一
三
一
人
」
を
「
一
三
五
人
」
に
改
め
、
同
表
長
生
郡
一
宮
町

の
項
中
「
二
八
人
」
を
「
二
九
人
」
に
改
め
、
同
表
長
生
郡
睦
沢
町
の
項
中
「
二
一
人
」
を
「
二
二
人
」

に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



 

 
 

議案第 5号 千葉県病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 11 

議
案
第
五
号 

 
 

 
千
葉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の 

 
 

 

制
定
に
つ
い
て 

 

千
葉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
五
月
二
十
七
日
提
出 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 
 

 

千
葉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

千
葉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
二
年
千
葉
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
診
療
料
の
項
健
康
保
険
法
第
六
十
三
条
第
二
項
第
五
号
及
び
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法

律
第
六
十
四
条
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
選
定
療
養
（
以
下
「
選
定
療
養
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
初
診

（
他
の
病
院
又
は
診
療
所
か
ら
の
文
書
に
よ
る
紹
介
が
あ
る
場
合
及
び
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情

が
あ
る
場
合
に
受
け
た
も
の
を
除
く
。
以
下
「
非
紹
介
初
診
」
と
い
う
。
）
の
目
中
「
五
千
五
百
円
」
を

「
七
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
項
千
葉
県
こ
ど
も
病
院
に
お
け
る
選
定
療
養
の
う
ち
再
診
（
千
葉
県
こ
ど

も
病
院
が
他
の
病
院
（
病
床
数
が
二
百
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）
又
は
診
療
所
に
対
し
て
文
書
に
よ
る
紹

介
を
行
う
旨
の
申
出
を
行
つ
て
い
な
い
場
合
及
び
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
受
け

た
も
の
を
除
く
。
以
下
「
非
紹
介
再
診
」
と
い
う
。
）
の
目
及
び
自
動
車
（
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法

（
昭
和
三
十
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
自
動
車
を
い
う
。
）
の
運
行
（
同
条
第

二
項
に
規
定
す
る
運
行
を
い
う
。
）
に
よ
り
身
体
を
害
さ
れ
た
者
に
係
る
当
該
運
行
に
よ
る
身
体
の
障
害

に
関
す
る
診
療
で
健
康
保
険
法
そ
の
他
の
社
会
保
険
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
よ
る
療
養
の
給
付
又
は
診

療
と
し
て
行
わ
れ
る
診
療
以
外
の
診
療
の
目
中
「
二
千
七
百
五
十
円
」
を
「
三
千
三
百
円
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 


